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2 。 パ ワ ー シ ム の 操 作
（1） ダウ ンロード とインストール： まず始 めに、試用版 をダウンロードし てパ ソコンにイ ンス
トールする必要があ る。（ダ ウンロード サイトや手順は、パワーシムHP ［1］を参照）
（2） パワーシムの起動後、プロジェクト の設定、シミュレ ーションの設定、使用する単位 の設定
を行 う必 要があ る。単位の厳密さはパワーシムの特徴の一つである。
① プロジェクトの設定：図1 に示すような画面で、左 のメニューツリーの中からプ ロジェ ク
トを選択してダブルクリックするとプロジェクト設定画面が表示される。シミュレ ーション
で使用する暦を「Bank （銀行用）Fiscal（財政用）Gregorian （カレンダーと同じグレ ゴリー
暦）」の中から選択し、基本 となる時間単位（TimeUnit ）を設定する。ここでは「年（Year ）」
を選択している。
② シミュレ ーション設定：図2 では、図1 の画面上中央 のSimulation をクリックして「Simu-lationSetting
」を選択 する。シミュレーションの開始時間（StartTime ）と終了時間（StopTime ）
を入力し、計算の期間間隔（TimeStep ）を入力 する。 ここで は1990年から2010 年まで と設定
して、これまでの10 年間を再現するモデルを作成して、今後の10 年間を計算することとして
いる。計算期間の間隔 は1/3 年 とした。
















































（5) 因果図（コーザルループ）：宣言文と言語 モデルを基に因果図（因果関係を明確にしたフロ ー
チャート）を作成する。因果図 を作成する段階もグループメンバー間の概念モデルの違いを共
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・次(20io 年〉における人 口フレームを推 計す ること
人ロ フレーム の 推計 作 某の 結柔 に求 めら れる数 値は、次のとおりである。2010
年 の人口 フレ ーム
現 状のトレント 人
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図8 変数として実績値などを入力する際の例 図9 計算式の入力例
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Time 開放 人□ 人□(NT5t) 果1) 人□(NT 効果2) 人□( 総合 計画 前) 人□( 総 合計 画)
1990/01/01 16,255.00 人 16.255.00 人 16.255.00 人 16.255.00 人 16.255.00 人
1991/01/01 16.172.65 人 16.185.08 人 16.191.56 人 16.191.56 人 16.191.56 Å
1992/01/01 16.088.15 人 16.112.34 人 16.138.71 人 16.138.71 Å 16.138.71 人
1993/01/01 16.004.25A 16.028.31 人 16.074,39 人 16.074.39 Å 16.074.39 人
1994/01/01 15.921.93 人 15.945.86 人 16.010.40 人 16.010.40 Å 16.010.40 人
1995/01/01 15.834.15 人 15.857.96A 15.943.95 人 15.943.95 人 15.943.95 人
1996/01/01 15.724.07A 15.747.71A 15.864.87 人 15.875.47 人 15.875.47 人
1997/01/01 15.595.22 人 15.618.66 人 15.713.80 人 15.825.47 人 15.825.47 人
1998/01/01 15.472.99 人 15.496.26 人 15.512.58 人 15.874.70 人 15.874.70 人
1999/01/01 15.352,07 人 15.375.15 人 15.453.15 人 16.087.74 Å 16.087.74 人
2000/01/01 15.225.74 人 15.248.63 Å 15.318.30 人 16.208.54 Å 16.208.54 人
2001/01/01 15.099.82A 15.122,52 人 15.131.76 人 16.268.34 Å 16.278.33 人
2002/01/01 14.972.25 人 14.994.76 人 14.995.90 人 16.402.93 人 16.453.06 人
2003/01/01 14.845.35 Å 14.867.67 Å 14.868.80 人 16.551.32A 16.672.79 人
2004/01/01 14.717.66 人 14.739.78 人 14.740.90 人 16.699.19 Å 16.925.02 人
2005/01/01 14.589.13 人 14.611.06 人 14.612.17 Å 16.850.91 人 17.217.70 人
2006/01/01 14.463.40 人 14.485.14 人 14.486.24 人 17.006.80 人 17.557.66 Å
2007/01/01 14.338.46 人 14.360.01 人 14.361.11 人 17.145.67 人 17.925.44 人
2008/01/01 14.212.66 人 14.234.02 人 14.235.11 人 17.250.26 人 18.306.53 人
2009/01/01 14.087.72 人 14.108.91 人 14.109.98 Å 17.353.81 人 18.742.94 人
2010/01/01 13.963.36 人 13 、984.35人 13.985.41 Å 17.455.93 Å 19.246.17 人
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図14 地域モデルの基本パターンによる推計結果例（テーブル表示）
出典:PowerSim を用いて池田作成









「システムダイナミックス(SD) 」は、1972 年のローマクラブ報告「成長の限界」11)で世界的 な注
目を集めたD. メドウズらによる「ワールド・ダイナミックスモデル」が有名である。 このワールド・
モデルは、20 年後の1992 年にD. メド ウズらにより再検討が加えられ( 限界を越えて戸, として出版
されている。システムダイナミックス(SD) そのものは、MIT のJ.W. フォレ スター教授が創始者
であり、(アーバ ン・ダイナミッ クスJU,、(インダストリアル・ダイナミックス呻) やN. フォレ スター
の「ナショナル・ダイナミックス」13)などが有名である。世界的には国際SD 学会 を中心に地球環境
モデルから地域モデル、企業モデルなど活発な応用 と研究が進められている。日本では国 際SD 学会
日本支部が活動を続けてい る。SD を用いた日本 におけ る地域モデルの応用 と研究 は首都圏 モ デ
ル20)、山梨県モデル21)、津市モデル22)、過疎化モデル23)などを始め多 くの実績があ る。なお、首都圏
モデルに関しては池田が現在、国際SD 学会日本支部の分科会 において検証作業 を行っている。 ま
た、国際SD 学会ではフォレスター教授 を始 めとするK-12 プログラムが進められており幼稚園児 か
ら高校生までを対象としたシステム思考の教育が進められている。
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